
銀
証
業
務
の

真
の
一
体
化
へ
向
け
て

一̈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
陽
二
珈

銀
行
に
よ
る
証
券
会
社
の
設
立
が
認
め
ら
れ
、
銀

証
の
連
携
が
始
ま

っ
て
以
来
、
二
〇
二
三
年
七
月
で

二
十
年
を
経
た
。
最
近
に
至
り
、
メ
ガ

。
バ
ン
ク
の

証
券
子
会
社
は
よ
う
や
く
大
手
証
券
と
肩
を
並
べ

て
業
績
を
競
う
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
い
っ
ぽ
う
、

二
〇

一
〇
年
に
は
大
和
証
券
が
大
和
ネ
ク
ス
ト
銀
行

を
設
立
、
二
〇
二

一
年
に
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
が
新
生
銀

行
を
買
収
し
て
子
会
社
化
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
銀
証
の
相
互
乗
り
入
れ
は
、
日

本
で
は
欧
米
諸
国
と
異
な

っ
て
本
体
で
の
併
営
は
で

き
ず
、
「
持
ち
株
会
社
方
式
」
で
し
か
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
銀
行
が
証
券
業
を
併
営
し
、
証
券
が
銀
行

免
許
を
取
得
す
る
方
式
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
体
制
で

の

一
体
化
は
実
現
し
て
い
な
い
。
こ
の
持
ち
株
会
社

方
式
に
よ
る
銀
証
の
相
互
乗
り
入
れ
に
は
無
理
が
あ

り
、
非
効
率
こ
の
上
な
い
う
え
に
、
肝
心
の
個
人
顧

客
に
と

っ
て
も
極
め
て
使

い
勝
手
が
悪

い
。

こ
の
原
因
は
、
金
融
規
制
の
あ
り
方
が
、
日
本
と

欧
米
諸
国
の
間
で
は
、
根
本
的
に
異
な

っ
て
い
る
不

都
合
に
由
来
す
る
。
欧
米
で
は
銀
行
業
、
証
券
業
と

い
っ
た

「業
務
」
を
対
象
と
し
て
取
引
主
体
が
誰
で

あ
る
か
は
問
わ
ず
に
規
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
日
本
で
は
銀
行
、
証
券
会
社
と

い
っ
た

「金

融
機
関
」
種
別
を
対
象
に
業
態
別
に
規
制
が
な
さ
れ

て
い
る
。
金
融
機
関
ご
と
の
業
態
別
規
制
で
は
、
顧

客
の
利
便
性
は
重
視
さ
れ
な
い
の
が
、
大
問
題
で
あ

ア０
。日
本
で
は
、
同
じ
銀
行

の
中
で
も
、
普
通
銀
行
と

信
託
銀
行
、
長
期
融
資
と
短
期
融
資
、
外
為
専
門
銀

行
な
ど
業
態
別
に
、
い
わ
ゆ
る

「業
法
」
で
も

っ
て

規
制
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
業
態
別
の
規
制

は
金
融
危
機
を
経
て
順
次
廃
止
さ
れ
た
が
、
銀
行
と

証
券
に
は
依
然
と
し
て

「
金
融
機
関
」
別
の
業
態
規

制
が
温
存
さ
れ
て
い
る
。
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銀
証

一
体
化
は
茨
の
道

筆
者
は
、
国
内
で
の
銀
証
連
携
実
現
の
二
〇
年
前

に
遡
る

一
九
七
三
年
に
、
ユ
ー
ロ
証
券
市
場
に
限

つ

て
銀
行
の
証
券
業
務
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

時
か
ら
九
二
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
銀
行

マ
ン
で
あ

り
な
が
ら
、
証
券
業
務
に
深
く
か
か
わ

つ
て
き
た
。

一
九
七
三
年

に
は
、
欧
米

の
投
資
銀
行
や

マ
ー

チ
ャ
ン
ト

・
バ
ン
ク
と
の
対
等
合
弁
を
条
件
と
し
て

邦
銀
の
証
券
現
地
法
人
設
立
が
可
能
と
な
り
、
住
友

銀
行
は
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト

・
ウ

エ
ル
ド
社
と
合
弁
で

ロ
ン
ド
ン
に
住
友
ホ
ワ
イ
ト

・
ウ

エ
ル
ド
を
設
立
し

た
。
筆
者
は
、
そ
の
開
設
準
備
や
顧
客
獲
得
に
奔
走

し
、　
一
九
七
六
年
八
月
に
は
同
社
の
二
代
目
社
長
に

就
任
し
た
。
翌
年
に
は
住
友
銀
行

の
出
資
比
率
を
引

き
上
げ
て
「住
友

フ
ア
イ
ナ
ン
ス
・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

（Ｓ
Ｆ
Ｉ
と

に
変
更
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｉ
で
行
う
証
券
業
務

の
柱
の

一
つ
は
、
日
本

企
業
が
発
行
す
る
ユ
ー
ロ
債
引
き
受
け
幹
事
業
務
で

あ

っ
た
が
、
こ
の
業
務
が
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
。

大
手
証
券
が
旧
大
蔵
省
に
働
き
か
け
て
、
「
株
式
が

絡
む

ユ
ー
ロ
市
場
や
ス
イ
ス
市
場
で
の
転
換
社
債
発

行
の
主
幹
事
は
証
券
会
社
の
欧
州
現
法
に
限
り
、
銀

行
系

の
証
券
現
法
に
は
務
め
さ
せ
な
い
」
と

い
う
証

券
局
、
銀
行
局
、
国
際
金
融
局
間
の
い
わ
ゆ
る

「
三

局
合
意
」
な
る
も
の
を
作
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
手
足
を
縛
ら
れ
た
銀
行
系
現
法
が
証
券
会
社

と
対
等
に
戦
う
の
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。

も
う

一
つ
の
理
不
尽
な
規
制
は

「
Ｓ
Ｆ
Ｉ
の
よ
う

な
銀
行
系
欧
州
証
券
現
法
が
日
本
国
内
で
行
う
引
受

幹
事
獲
得
な
ど
の
営
業
活
動
を
銀
行
の
国
内
支
店
に

手
伝

っ
て
も
ら

つ
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う

フ
ア
イ

ア

・
ウ
オ
ー
ル
規
制
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
は
、
ロ
ン

ド
ン
か
ら
頻
繁
に
日
本

へ
出
張
す
る
の
は
大
変
な
の

で
、
Ｓ
Ｆ
Ｉ
の
東
京
駐
在
員
事
務
所
を
認
め
て
ほ
し

い
と
旧
大
蔵
省
に
申
し
出
で
た
が
、
そ
れ
も
認
め
ら

れ
な
か

っ
た
。
当
時
か
ら
外
国
の
金
融
機
関
は
届
け

出
だ
け
で
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
で
き
る
こ
と
に

な

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
邦
銀
現
法
か
ら

の
届
け
出
は
受
理
し
な

い
」
と

い
う
行
政
措
置
が
あ
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る
と
し
て
、
撥
ね

つ
け
ら
れ
た
。

当
時
は
、
米
国
で
も
グ
ラ
ス

・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法

に
よ

っ
て
、
Ｊ

。
Ｐ

・
モ
ル
ガ
ン
銀
行
の
よ
う
な
米

銀
は
米
国
内
で
の
証
券
引
き
受
け
は
で
き
な
か

っ
た

も
の
の
、

ユ
ー
ロ
市
場
に
お
い
て
は
、
米
国
企
業
の

起
債
主
幹
事
な
ど
す
べ
て
の
証
券
業
務
を
自
由
に
行

な

っ
て
い
た
。

し
か
も
、
邦
銀
と
米
銀
の
大
き
な
違

い
は
、
米
銀

の
欧
州
現
地
法
人
は

一
社
で
銀
行
業
務
も
証
券
業
務

も
で
き
る
の
に
対
し
、
邦
銀
に
は
別
法
人
の
設
立
が

強
制
さ
れ
て
い
た
点
で
あ

っ
た
。
日
本
国
内
で
の
銀

証
分
離
の
業
態
別
規
制
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
金
融
が

原
則
の
外
国
で
の
業
務
に
ま
で
拡
大
適
用
さ
れ
る
と

い
う
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
。
こ
の
よ
う

な
日
本
の
み
に
通
用
す
る
銀
証
別
会
社
方
式
の
弊
害

は
、
幾
分
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
に
続

い

て
い
る
。

欧
米
で
は

「
郷
に
入

っ
て
は
郷
に
従
え
」
が
国
際

金
融
慣
行
の
原
則
と
な

っ
て
い
る
以
上
、
日
本
も
こ

れ
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
国
際
的
に
は
通
用
し
な

い
国
内
規

制
に
縛
ら
れ
て
、
銀
行
と
証
券
が
内
部
抗
争
を
続
け

て
い
て
は
、
何
時
ま
で
経

っ
て
も
、
日
本
の
金
融
機

関
の
国
際
競
争
力
は
強
く
な
ら
な

い
。

別
会
社
方
式
の
銀
証
連
携
は
、
個
人
投
資
家
に
と

っ

て
、
不
便
極
ま
り
な
い

持
ち
株
会
社
方
式
で
の
銀
証
連
携
は
、
顧
客
の
利

便
性
を
著
し
く
損
な

っ
て
い
る
。
問
題
は
い
く

つ
も

あ
る
が
、
身
近
な
問
題
点

一
つ
に
絞

っ
て
例
示
し
た

い
。筆
者
は
ご
く
最
近
、
三
井
住
友
銀
行
吉
祥
寺
支
店

に
保
有
し
て
い
た
外
貨
預
金
五
万
ド
ル
を
、
米
国
債

購
入
の
目
的
で
同
行
持
ち
株
会
社
百
％
保
有

の
Ｓ
Ｍ

Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
吉
祥
寺
支
店

ヘ
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

で
送
金
を
依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
送
金
に
何

と
足
掛
け
二
か
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

了
不
―

・

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
で
、
個
人
の
外
国
送
金
は

一
回

三
百
万
円
相
当
額
ま
で
、
月
間
五
百
万
円
ま
で
と
規
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制
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
の
店
頭

へ
出
向

け
ば
、
外
貨
送
金
依
頼
書
に
膨
大
な
記
入
を
要
求
さ

れ
、　
一
時
間
く
ら
い
掛
か
る
。
同

一
系
列
間
の
送
金

手
数
料
は
免
除
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日

興
証
券
で
は
な
く
、
み
ず
ほ
証
券

へ
送
金
す
る
場
合

に
は
、　
一
件
三
千
円
で
、
計
九
千
円
の
手
数
料
を
と

ら
れ
る
。

同

一
系
列
で
あ

っ
て
も
別
会
社
で
あ
る
以
上
、
国

内
金
融
機
関
間
で
あ

っ
て
も
外
貨
送
金
に
は
ス
イ
フ

ト
を
通
さ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
外
貨
決
済
シ
ス
テ

ム
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
証
券
会
社
が
銀
行
免
許
を

得
れ
ば
、
送
金

の
必
要
は
な
く
な
り
、
こ
の
問
題
は

解
決

で
き
る
。
個
人
取
引

の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、

銀
行
免
許
を
証
券
会
社
に
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
バ
ン
キ
ン
グ
が
普
遍
的
な
国
際

レ

ー

レ

ノ

　

　

ノ

日
本
が
金
融
機
関
間
の
相
互
乗
り
入
れ
自
由
化
に

踏
み
切

っ
た
九
〇
年
台
前
半
に
は
、
全
面
的
に
業
態

別
別
会
社
方
式
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
規
制

緩
和
で
二
〇
〇
四
年
以
降

「信
託
業
務
」
に
つ
い
て

は
、
ど
の
金
融
機
関
で
も
信
託
業
の
免
許
を
取
得
す

れ
ば
本
体
で
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

「
銀
行
業
務
」
と

「
証
券
業
務
」
だ
け
が
、
本
体
で

の
併
営
が
認
め
ら
れ
ず
、
別
会
社
方
式
が
続
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
解
せ
な
い
。

か
た
や
、
米
国
の
ネ

ッ
ト
証
券
最
大
手

の
チ
ャ
ー

ル
ズ

。
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
は
株
式
売
買
手
数
料
の
無
料
化

の
先
鞭
を

つ
け
た
が
、
無
料
化
に
よ
る
減
収
は
併
営

し
て
い
る
銀
行
の
預
金
運
用
益
で
十
分
に
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

日
本
で
も
、
大
和
証
券
が
別
会
社
で
保
有
し
て
い

る
大
和
ネ
ク
ス
ト
銀
行
を
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
が
Ｓ
Ｂ
Ｉ

新
生
銀
行
を
本
体
に
吸
収
合
併
す
れ
ば
、
証
券
会
社

に
と

つ
て
も
業
務
の
効
率
化
が
進
み
、
顧
客
の
利
便

性
も
格
段
に
改
善
さ
れ
る
の
は
間
違

い
な
い
。

欧
州
で
は
す
べ
て

一
つ
の
金
融
機
関
が
銀
行
と
証

券
を
併
営
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
バ
ン
ク
方
式
が
原

則

で
あ
る
。
米
国
で
も
、　
一
九
九
九
年

に
制
定
さ
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れ
た
グ
ラ
ム

・
リ
ー
チ

・
ブ
ラ
イ
リ
ー
法

に
よ
り
、

一
九
三
三
年
来
の
グ
ラ
ス

・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
に
よ

る
銀
証
分
離
は
廃
止
さ
れ
、
欧
州
並
み
と
な

っ
た
。

も

つ
と
も
、
ゴ
ー
ル
ド

マ
ン

・
サ

ツ
ク
ス
な
ど

の
大
手
投
資
銀
行
は
、
「
銀
行
」
と
称
し
な
が
ら
も
、

銀
行
免
許
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年

の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
時
に
銀
行
持
株
会
社
に
転

換
す
る
こ
と
で
、
連
銀
か
ら
の
資
金
注
入
を
得
て
救

済
さ
れ
た
。
こ
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

・
サ

ツ
ク
ス
の
日

本
法
人
も
二
〇
二

一
年
に
日
本
で
銀
行
免
許
を
取
得

し
、
証
券
以
外
の
金
融
分
野

へ
の
多
角
化
を
目
指
し

て
い
る
。

銀
行
業
務
と
証
券
業
務
を
同

一
法
人
で
行
う
こ
と

の
問
題
は

「
融
資
と
絡
め
て
引
受
主
幹
事
を
狙
う
」

と

い
っ
た
利
益
相
反
に
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
バ

ン
キ
ン
グ
が
原
則
の
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
こ
れ
を
管

理
し
て
弊
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に
運
営
す
る
管
理
方

式
が
有
効
に
機
能
し
て
き
た
。

こ
の
利
益
相
反
を
管
理
し
き
れ
る
か
ど
う
か
、
金

融
機
関
に
も
規
制
当
局
に
も
、
そ
の
自
覚
と
自
信
が

欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
日
本
独
自
の
問
題
が
潜
ん
で

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
日

本
の
銀
行

。
証
券
だ
け
が
業
態
別
縦
割
り
別
会
社
方

式
に
固
執
す
る
政
府

の
指
導
で
日
本
の
金
融
界
が
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
弊
害
は
看
過
で
き
な
い
。

（元
住
友
銀
行
　
専
務
取
締
役
、
元
明
光
証
券
　
会

長
、
元
広
島
国
際
大
学
　
教
授
）
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